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1. 緒言
　足立らによると，こうである (1)．その一方， Satoらは，ああいう報告をしている (2)．本文．（9 points）


2. 実験方法
2.1 ある試料の作成
　邦題の左側に，プログラムに記載されている講演番号を記入してください．

2.2 あの物性値の測定
　本文．

2.3 その物性値の測定
　本文．

2.4 この物性値の測定
　本文．


3. 結果
3.1 ある処理をほどこした試料の観察
　図1は日本機械学会のロゴマークである．

3.2 あの特性の評価
　本文．

3.3 その特性の評価
　本文．

3.4 この特性の評価
　本文．

4. 考察
　本文．
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